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 本研究室では、IEEE802.11 無線 LAN を用いた無線マルチホップネットワークにおいて、各無
線端末が複数チャネル並びに複数無線インタフェースを装備・利用することによる TCP通信性能
向上を行っている。具体的には、特に TCP通信に着目し、その性能を向上させるための最適なチ
ャネル割当についての検討を行い、その結果を基に Path Based Assignmentの提案を行っている。
しかしながら Path Based Assignmentはルーチングにおいてフローが集中してしまい、特定のノー
ドの通信性能が極端に低下してしまうという問題が生じている。 
 そこで本研究では、Path Based Assignmentにおいてのルーチングを改善し、フローを分散させ
ることによって、各ノードでのフロー数を均一化することで、特定ノード、そして全体としての
通信性能の向上を行っている。 
  
 
